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線材名

豚毛 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ △ × × × × △ × × △ × △ △ △ △ ×

馬毛 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ △ × × × × △ × × △ × △ △ △ △ ×

人毛 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ △ × × × × △ × × △ × △ △ △ △ ×

パキン ◎ ◎ ◎ ◎ △ × × × × △ × × △ × △ △

パーム ◎ ◎ ◎ ◎ △ × × × × △ × × △ × △ △

シダ ◎ ◎ ◎ ◎ △ × × × × △ × × △ × △ △

６６ナイロン線 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ △ ○ △ ◎ ◎ ○ △ ◎ × ◎ ◎ × × △ △ ◎ ○ △ × × × ◎ × ×

グリット線 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ △ ○ △ ◎ ◎ ○ △ ◎ × ◎ ◎ × × △ △ ◎ ○ △ × × × ◎ × ×

ＰＰＳ線 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ △ ○ ◎ ◎ ◎

鋼線（ワイヤー線）

ステンレス線

真鍮線

真鍮メッキ線

評価基準 質量変化率

◎ 全く、あるいはほとんど影響がない 10％以下

○ 若干の影響があるが、条件により十分に耐える 11～30％

△ なるべく使わない方が良い 31～100％

ｘ 激しい影響があるため、使用には適さない 101％以上

※ 注意 これらは実験結果であり、実際の作業では異なる場合があります。

炭化水素・鉱油 フェノール ケトン その他アルコール 酸 アルカリ

天然毛

化学繊維

金属線

 

植物繊維

・グリット線・・・研磨粒子入り６１２ナイロン線

材質

金属は基本的に耐薬品性はありますが、錆びる恐れがあります。
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金属（線径０．３ｍｍ　長さ３０ｍｍ　直線の場合）

ラッピング線
硬鋼線

（焼入れ鋼線）
ステンレス線

ゴールドメッキ
（真鍮メッキ鋼線） 鋼線 真鍮線

硬い
　

非金属（長さ３０ｍｍ　直線　　※ナイロン線・グリット線は線径がありますがそれ以外は天然物ですので線径はありません）

シダ繊維 パ ム繊維 ＰＰＳ線 グリット線 ６６ナイロン線 豚毛 馬毛 山羊毛

ブラシ線材の硬さの比較

物質としての硬さ比較

　硬い　　　　←　　　　　→　　　柔らかい

2012年12月作成

　　　　　　　　　　使い続けていくうちに、線がバラバラになっていきますので、先端が柔らかくなっていきます。
　　　　　　　　　　形状そのままの硬さとしては焼入れ鋼線より硬いものとなっております。
　　　　　　　　　　０．１７ｍｍの線材を束にして、外径１．２ｍｍくらいのロープ状になっており、
ラッピング線・・・これは形状の名称です。素材自体はゴールド（真鍮）メッキ鋼線です。

　　　　　　　　　　形状の性質上、折り曲げて多く束ねられないので、竹ブラシ等には使用されず、
　　　　　　　　　　当社にて現状で使用されていものはチャンネルブラシのみで、毛先幅は３ｍｍ程度です。

シダ繊維 パーム繊維 ＰＰＳ線
（０ ３ ）

グリット線
（０ ３ ）

６６ナイロン線
（０ ３ ）

豚毛 馬毛 山羊毛

毛材としての硬さが変化する要因

線材の形状 線材の密度（束ねる量）

直線 波線 多い 少ない

線材の長さ 線材の太さ

短い 長い 太い 細い

　　言い切れません。ブラシの形状によっても硬さが変わる場合もありますし、ブラシを使用する人の研磨の
　　方法、力の入り方、使用する補助具、等によっても硬さが変わる場合もあります。

硬い　　　　←　　　　　→　　　柔らかい 硬い　　　　←　　　　　→　　　柔らかい

硬い　　　　←　　　　　→　　　柔らかい 硬い　　　　←　　　　　→　　　柔らかい

※　これらは一般的な物質としての硬さの概念であり、ブラシ毛としての硬さではすべてが当てはまるとは

　硬い　　　　←　　　　　→　　　柔らかい
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